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地
域
の
特
性
踏
ま
え
、更
な
る
増
進
へ

平
成
20
年
度 
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基
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方
針
・
基
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目
標

【
基
本
方
針
】

　

近
年
、
社
会
福
祉
法
人

を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
契

約
制
度
の
導
入
や
、
民
間

企
業
等
の
多
様
な
経
営
主

体
の
参
入
な
ど
で
大
き
く

変
化
し
、
改
め
て
そ
の
使

命
や
存
在
意
義
が
問
い
直

さ
れ
て
い
ま
す
。「
イ
コ

ー
ル
・
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
論
」

に
象
徴
さ
れ
る
が
ご
と

く
、
今
後
も
引
き
続
き
規

制
緩
和
、
民
間
開
放
の
流

れ
は
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
社
会
福
祉
法
人
は
経

営
基
盤
を
強
化
し
、
よ
り

健
全
で
自
立
し
た
経
営
ス

タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
、
今
後
の

法
人
経
営
の
方
向
性
を
検

討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
社

会
福
祉
情
勢
の
理
解
と
将

来
展
望
は
不
可
欠
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
に
関
連
し

た
最
新
の
国
の
政
策
動

向
、
規
制
緩
和
の
方
向
性

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
法

人
の
抱
え
る
課
題
等
を
理

解
し
、
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
崎
市
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
地
域
福
祉
の
推
進

役
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
担

う
べ
き
責
務
は
、
益
々
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
合
併
と
い
う
大
き
な

節
目
か
ら
間
も
な
く
2
年

を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
地
域

特
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
更

な
る
福
祉
の
増
進
に
努

め
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
た
め
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
行
政
機
関
・
地
域
住

民
・
民
間
組
織
や
各
種
団

体
と
の
協
働
の
も
と
、
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
、

活
動
の
推
進
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
予
算
の
編

成
に
あ
た
っ
て
は
、
前
年

度
よ
り
さ
ら
に
厳
し
い
財

政
環
境
の
中
で
、
事
業
を

効
率
的
に
推
進
す
る
た

め
、
経
費
の
縮
減
に
取
り

組
み
つ
つ
も
効
果
的
な
事

業
の
展
開
が
図
ら
れ
る
よ

う
編
成
を
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
、
他
の
事

業
者
と
比
較
し
、
極
め
て

公
共
性
、
公
益
性
、
非
営

利
性
の
高
い
地
域
福
祉
の

中
核
を
担
う
組
織
と
し

て
、
そ
の
役
割
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
第
一

種
・
第
二
種
の
社
会
福
祉

事
業
混
在
の
全
国
的
に
も

類
を
見
な
い
社
協
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
町
村
社
協

の
さ
き
が
け
と
な
る
べ

く
、
自
ら
の
法
人
の
方
向

性
や
経
営
を
認
識
し
、
内

外
に
誇
れ
る
社
協
づ
く
り

に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

1　

地
域
福
祉
活
動
の

　

推
進

　
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

に
お
い
て
は
、
策
定
着
手

か
ら
2
年
目
を
迎
え
、
今

年
度
中
に
策
定
を
終
え
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
計
画
を
今
後
、

具
体
的
に
実
践
、
推
進
す

る
上
で
果
た
す
べ
き
社
協

の
役
割
を
完
遂
す
る
た

め
、
本
会
自
体
の
組
織
、

財
政
、
人
事
、
活
動
方
針
、

具
体
的
事
業
展
開
、
基
盤

強
化
な
ど
の
体
制
整
備
を

図
り
、
本
会
が
直
面
し
て

い
る
課
題
・
問
題
点
を
把

握
し
、
今
後
の
方
向
性
を

見
出
す
た
め
の
一
つ
の
手

段
と
し
て
、
社
協
発
展
・

強
化
計
画
に
も
着
手
し
、

多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ

に
即
応
で
き
る
体
制
を
整

備
し
て
参
り
ま
す
。ま
た
、

民
間
組
織
の
一
団
体
と
し

て
柔
軟
性
、
独
自
性
の
あ

る
活
動
を
計
画
的
に
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

2　

新
規
事
業
の
開
設
、

　

介
護
福
祉
活
動
の
拠
点

　

整
備

　

本
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
、
古
川
北
部
地
域
に

介
護
福
祉
活
動
の
拠
点
を

整
備
、
鹿
島
台
地
域
所
在

の
認
知
症
共
同
生
活
介
護

事
業
所
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
和
楽
路
」
の
1
ユ
ニ
ッ

ト
（
定
員
9
名
）
の
増
床

等
を
開
設
、
整
備
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
す
。
こ
の

新
規
事
業
は
、
こ
れ
ま
で

本
会
が
事
業
展
開
し
て
き

た
よ
う
に
、
採
算
性
の
観

点
か
ら
民
間
事
業
者
が
参

入
し
な
い
周
辺
地
域
の

隅
々
ま
で
、
き
め
細
や
か

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
均
一

に
提
供
で
き
る
よ
う
に
整

備
す
る
も
の
、あ
る
い
は
、

各
地
域
に
お
い
て
、
福
祉

ニ
ー
ズ
、
需
要
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
整
備
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
経

営
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
新
規
事
業
の
開
設
、

事
業
経
営
統
合
な
ど
多
角

的
な
経
営
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

3　

平
成
21
年
度
へ
向
け

　

た
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
事

　

業
の
体
制
整
備

　

平
成
21
年
度
の
介
護
保

険
制
度
改
正
、
市
町
村
に

お
け
る
介
護
保
険
事
業
計

画
、
高
齢
者
・
障
害
者
福

祉
計
画
等
に
向
け
た
、
在

宅
・
施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
整
備
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
受
託
に

係
る
体
制
整
備
、
障
害
者

福
祉
事
業
に
係
る
体
制
整

備
に
お
い
て
も
、
今
年
度

中
に
計
画
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

4　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　

ム
「
敬
風
園
」
の
事
業

　

運
営

　
「
敬
風
園
」
の
事
業
運

営
に
お
い
て
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
解
体
、

療
養
型
病
床
群
の
廃
止
な

ど
の
国
の
動
向
が
あ
る
中

で
、
今
後
の
施
設
の
在
り

方
そ
の
も
の
の
検
討
と
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の

両
面
を
早
急
に
検
討
し
、

国
の
施
策
動
向
も
見
据
え

な
が
ら
、
将
来
に
亘
り
、

総
合
的
に
事
業
が
で
き
る

よ
う
計
画
を
策
定
し
て
参

り
ま
す
。

5　

職
員
の
育
成
と
人
材

　

確
保

　

経
済
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
福
祉
分
野
の
雇
用
確

保
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
法

人
と
し
て
、
で
き
る
限
り

の
範
囲
内
で
雇
用
内
で
雇

用
環
境
の
改
善
に
努
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
良
質
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
内
外
に
お
け
る

職
員
研
修
を
実
施
し
、
職

員
の
意
識
改
革
、
資
質
の

向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

6　

経
営
基
盤
の
強
化

　

常
時
、
事
業
と
財
務
の
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（
敬
称
略
）

◎
本　

所

・
森
谷　

尚
生　
　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

・
佐
々
木　

盛
夫　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

・
匿　

名　
　
　
　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
古
川
支
所

・
匿　

名　
　
　
　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

・
金　

英
俊　
　
　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

・
岡
崎　

怜
子　
　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

・
菅
原　

捷
夫　
　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

・
豊
島　

哲　
　
　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

・
大
泉　

智
壽　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
松
山
支
所

・
匿　

名　
　
　
　
　
　

四
、
五
〇
〇
円

◎
三
本
木
支
所

　

あ
た
た
か
い
善
意
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

社
会
福
祉
寄
附
者
ご
芳
名

　

◆
寄
附
金

平
成
20
年

2
月
15
日
〜
4
月
17
日
受
付
分

佐々木　盛夫 様

宮城県岩出山高等学校生徒会・
2年2組・3年4組 様

・
三
本
木
保
育
所
職
員
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
、
八
二
三
円

・
斉
藤　

正　
　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

・
渋
谷　

浩　
　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
鹿
島
台
支
所

・
鹿
島
台
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
、
〇
二
三
円

◎
岩
出
山
支
所

・
宮
城
県
岩
出
山
高
等
学
校
生
徒
会
・
二

　

年
二
組
・
三
年
四
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
二
、
五
六
六
円

・
千
葉　

四
男　
　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

・
安
倍　

優　
　
　
　
　

九
、
〇
〇
〇
円

・
匿　

名　
　
　
　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
鳴
子
支
所

・
大
崎
市
立
鳴
子
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八
、
四
八
二
円

照井　英子 様
・
中
山
保
育
所　
　
　
　

三
、
一
三
四
円

◎
田
尻
支
所

・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
東
北
支
店　

副

　

部
長　

山
田
耕
治　

二
一
、
三
〇
〇
円

・
北
小
牛
田
地
域
婦
人
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
、
〇
〇
〇
円

◎
敬
風
園

・
木
村　

勝
治　
　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◎
本　

所

・
イ
オ
ン
㈱
ジ
ャ
ス
コ
古
川
店

　

イ
エ
ロ
ー
レ
シ
ー
ト
に
よ
る
物
品
寄
贈

　

（
事
務
用
品
四
七
、
三
七
〇
円
相
当
）

◎
古
川
支
所

・
上
野　

照
…
…
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
5
枚
、

　

シ
ー
ツ
2
枚
、
ハ
ン
ガ
ー
40
枚

・
照
井　

英
子
…
…
…
手
作
り
鶴
20
ケ
・

　

狸
12
ケ
・
人
形
32
ケ

イオン㈱ジャスコ古川店 様

・
古
川
中
央
接
骨
院　

院
長　

櫻
田　

裕

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
車
イ
ス
5
台

・
武
田　

昭
七
…
…
…
…
…
タ
オ
ル
80
本

・
佐
々
木　

尚
子
…
…
…
機
織
り
機
1
台

・
匿　

名
…
…
…
…
…
…
介
護
用
品
10
袋

・
匿　

名
…
…
…
…
…
…
…
タ
オ
ル
100
本

・
匿　

名
…
…
…
…
…
…
…
タ
オ
ル
50
本

・
匿　

名
…
…
…
…
…
…
…
タ
オ
ル
10
本

◎
松
山
支
所

・
松
山
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部　

代
表　

今

　

野
信
子
…
…
雑
巾
30
枚
、
タ
オ
ル
76
本

◎
鹿
島
台
支
所

・
大
場　

み
つ
ゑ
…
…
…
く
ず
入
れ
1,000
枚

・
匿　

名
…
…
…
…
…
…
介
護
用
品
7
点

・
里
見　

民
子
…
…
…
…
く
ず
入
れ
500
枚

◎
岩
出
山
支
所

・
親
友
会　

代
表　

金
田
節
子

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
オ
ル
23
本

・
門
脇　

茂
行
…
…
シ
ル
バ
ー
カ
ー
1
台

◎
鳴
子
支
所

・
大
崎
市
立
鳴
子
小
学
校
6
年
生

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
雑
巾
40
枚

・
鬼
首
の
里
高
原
市
場  

代
表  

高
橋
正
伸

　

…
シ
ー
ツ
8
枚
、
布
団
衿
カ
バ
ー
5
枚

◎
敬
風
園

・
佐
藤　

貴
之

　

…
…
…
…
…
く
す
玉
（
折
り
紙
）
30
ケ

　

◆
物
品
寄
附

会　　員　　の　　声

カラオケ▶

▼レクダンス

◀ダンベル・
　セラバンド

▲ダンス

　将棋指しのいない我が家に、年季いりの分厚い将棋盤があった。ご先祖様に将棋好きがいたとは聞いた事がなく定か
ではない。将棋は小学校の頃に見よう見真似で覚えたが、将棋仲間に恵まれず「ヘボ将棋お山の大将」の域であった。
　平成16年縁あって古川市民となり、翌17年にこの教室に仲間入り、ピッカピカの一年生となった。ルールやマナーに厳
格でも温厚で親切な熊谷講師先生を始め、事務局そして「なかま」に恵まれた愉しい教室通いは、私の「いきがい」の一つ
になってしまった。この年の健康と福祉のつどいに初参加ながら、公開対局に連戦連勝「なかま」から優勝間違い無しとも
てはやされた迄が華、決勝では見事？敗退。実力は、なかまの真ん中程度だから出来過ぎた成績であった。昨年は、公開
対局を楽しみしていた矢先、お医者様から予期せぬ入院手術のご下命に、止む無く欠席となった。
　今年、3年に進級した1学期初頭、先生から自己紹介と抱負を求められ、「健康に留意し無遅刻無欠席」と言ってしまっ
た。有言不実行では沽券に関わる。否、楽しく有言実行と行きたいものだ。館長さんや先生から優秀賞は頂けなくても、せ
めて自分自身に無遅刻無欠席の精励賞を授与受賞できるように頑張りたいと思っている。
　「ガンバルぞ　愉しく通う　趣味講座　今日の対局　王手飛車取り」　　　　　　　　　　　　将棋　伊藤　勇喜

　♪～爽やかな風に乗って哀愁を帯びた音色が響き渡る教室。この懐かしい音色に
誘われて入会。春先に亡くなった母の形見の大正琴を前にして、私も挑戦してみようと
始めたもの……。実家に顔を出すと、「まだまだ下手だから」と言いながらも楽しそうに
楽譜を広げ、器用に指を運びながら流れるように美しい調べを奏でてくれた母。今度は
私の番。母に捧げる曲を一曲でも弾けるようになりたいものだ。
　教室は、先生のユーモア溢れる絶妙な語りが場を和ませ、仲間の優しい笑顔が広が
る。先生と生徒の垣根を越えた会話が頭上を飛び交い、緊張するレッスンの良い潤滑
油になっている。（殊に1年生の私にとっては。）
　『○十の手習。』老化の一途を辿る私の脳を少しは活性化してくれる大正琴。先輩方
の見事な演奏に一歩でも近づきたいと日夜奮闘している。（少し大ゲサかな。）みなさん
も一緒に楽しんでみませんか。若返りの良薬に。　　　　　　大正琴　北村　芙千恵

　初めて筆を手にしたのは、国民学校3年生の習字の授業の時間
であった。戦時中のこととて、練習の用紙もなく、古新聞を使用した
ものだった。以来、後期高齢者となった現在、まとまったものを得た
いと思い、趣味の教室で学ぶこととした。まず、基本を知るべく先輩
の作品について先生からのユーモア的な表現交じりの厳しい添削
指導を見ていった。現在の先生の書家たる所以を垣間見ることが
出来た。さて、自分自身の習いは素質なのか、書くという努力が足り
ないのか、なかなか上達しない。教室を休みたくもなる。自分はどうし
たいのか、自分との葛藤の中にあった。10月には習い続けて来た集
大成である展示会が来る。「心清即道機」で挑戦するべく年齢にも
似合わず、どきどき、焦る、毎日である。　　 書道（南）　三上　郁夫

『セカンドオピニオン』って何?
　第2診断。初めに相談した専門家とは別の専門家の意見を聞くこと。
　第2の意見。診断や治療方針について、患者が主治医以外の医師に意見を求めること
です。担当医からの説明に納得のいかない場合、また、他にもっと良い治療法があるの
ではないかと考える場合、症状の改善が見られない時などに、他の医師の意見、つまり
「第2の意見」を参考にすることをいいます。

『インフォームド・コンセント』って何?
　医師が患者に、治療内容や手術などに関して十分な説明を行い、患者本人の同意、納
得のうえで治療法などを決定していくことをいいます。「説明に基づく同意」、「知らされ
た上での同意」などと訳されています。

『カウンセリング』って何?
　カウンセリングは、非常に幅広い概念であり、職場、学校、家庭などでの個人の心理的
な問題に対し、相談・援助を行い、問題解決を図る専門的援助のことです。その技法には
さまざまなものがあります。

Q
A

Q
A

Q
A

★このコーナーでは、みなさんが日常生活の中
　で見聞きする福祉用語などについての質問
　にお答えしていきたいと思います。福祉Q＆A
☞ 今月は、医療・保健・福祉に関する
　　カタカナ用語についてです。
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平成20年度　大崎市古川老人福祉センター教養講座
茶道
月曜日 午前

午後

ダンベル・
セラバンド
月曜日 午前

ハーモニカ
月曜日 午後

コーラス
火曜日 午前

囲碁
火曜日 午前

民謡
木曜日 午前

カラオケ 書道
水曜日 午前

生花
水曜日 午前

レクダンス
水曜日 午前

手芸
水曜日 午後

ダンス
土曜日 午前

水墨画
金曜日 午前

午後

舞踊
木曜日 午後

将棋
火曜日 午前

大正琴
火曜日 午前

盆栽
水曜日 午後

月曜日
木曜日

午前
午後

趣味の教室
〝生きがいづくりに〟

〝健康維持に〟
大崎市に在住の満60歳以上の方、どなたでも申込みできます

◀舞踊

民謡▲

ハーモニカ▼

コーラス▶

一教室 年額6,000円（教材費等は実費負担）受講会費

大崎市古川三日町「大崎市古川保健福祉プラザ 2階」開講場所

お問い合わせ／ ☎23-7400・☎23-4857大崎市社協 古川支所

みんなの手話教室 がんばって!
両
手
で
こ
ぶ
し
を
作
り
、

「
が
ん
ば
っ
て
!
」と
応
援
す
る
表
情
で

2
回
下
げ
ま
す
。

「
お
元
気
で
」も
同
様
に
行
い
ま
す
。

▲

▲

▲

▲

【連絡先】 社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会 総務課人事班 ☎21-0550

職　　　種
業 務 内 容
勤　務　地

応 募 条 件
待　　　遇
年齢／性別
応　　　募

介護員・看護師（准・正）・訪問介護員（ホームヘルパー）
施設介護・訪問介護 等　業務
・短期入所生活介護施設 楽々楽館（大崎市古川）
・特別養護老人ホーム 敬風園（大崎市鹿島台）
・ヘルパーステーション（大崎市内／古川・松山・鹿島台・岩出山・鳴子地域）
特になし（介護資格等あれば、なお可）
当会給与規定により決定いたします
不　問
電話連絡の上、履歴書をご持参ください

福祉の職場で働きたい方を
募集しております。未経験者も可。
福祉の職場で働きたい方を
募集しております。未経験者も可。

◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆

職 員 募 集


